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誰もが喜ぶ中学校給食を
町会議員 くぼた みき

議会で何度も質問を繰り返してきた「中学校給食」ですが、葉山町教育委員会が給食

実施に向けた答申を出したことを前回お伝えしました。6月議会では、更に今後の具体

的実施方法などを質問しました。一番、懸念されるところは実施方法。町内小学校が行っ

ている「自校式」、何校分かを一緒に作る「センター方式」、個別にランチボックスな

どに入れて配送される「デリバリー方式」などが主な方式です。

お隣の逗子市では、今年の10月より中学校給食が始まりますが、方法は、管理栄養

士が考案したメニューを業者が調理し、ご飯とおかずが入ったお弁当箱を各校に配達、

温かい汁物も提供されます。注文は事前にインターネット等で個別に行います。この方

式であれば新たに調理場の整備は必要なく、経費を最小限に抑えられるというものでし

た。しかし、学校給食法に定められている配達圏内に生徒分の調理を請負える業者はな

く、結局、多額な整備費をかけ調理業者の施設整備が必要となりました。

「逗子市が、ランチボックス方式で実施する。葉山の分も一緒に調理すれば一番経費

はかからない」というような答弁が繰り返されてきました。私は、大阪市で進められた

デリバリー方式が、喫食率の低さ、生徒たちの評判等々、学校給食の本来の役割が果た

されていないとランチボックスの問題点を指摘してきました。

教育委員会が、逗子市が利用する業者に葉山分の委託が可能か調査したところ、葉山

分は更に整備が必要になることが分かりました。

そこで、整備費をかけるなら町内に給食調理施設を造ることが望ましい。給食とお弁

当の選択制は公平性に欠けるとし、教育委員会は、食育の観点から選択制でなく完全給

食が必要と判断。中学校分も小学校の調理室を利用して作る親子方式は、小学校施設の

老朽化もあり疑問が残る。全中学校分を共同調理し配達するセンター方式が、葉山町に

合った一番良い方法であるとの結論を得たと、今までと全く違う答弁が返ってきました。

神奈川県は中学校給食の実施率は全国47番目、最低とも言えます。県内では子育て

支援策の一環として、実施に向けた動きが色々見られますが、多くの自治体は経費面を

考え「デリバリー方式」が多い中、葉山町は自校方式ではありませんが温かいものを温

かいうちに食べられる「センター方式」という給食の形となりました。

学校給食は、昼食を提供すれば良いというものではありません。私は、給食は教育の

一環であり優先されるべきは経費面でないことを訴えてきました。

子ども達が給食を食べるまでにはもう少し時間はかかりますが、安心して温かく美味し

い給食が実施されるよう見守っていきます。

連絡先 8 75-7 1 26 （阿部）

集団的自衛権行使容認を、何が何でも押し通そうとしている安倍首相ですが、

どんなに反対の声があっても揺るがないその姿勢を、頼もしく思いますか？

「国民を守る」と言いながら、今安倍政権のしていること、しようとしてい

ることは、私たちのくらしをさらに厳しく困難にすることばかりです。

介護保険では年収280万円以上の高齢者のサービス利用料を1割から2割へ引

き上げたり、特別養護老人ホームの入所者を「要介護3」以上に制限すること、

「要支援」者の介護保険外しなど。医療ではベット数削減など、地方自治体や

関係者の反対の声を無視して、6月18日、国民の安心の仕組みを根本からくずす

医療、介護総合法が成立しました。法案の内容に欠陥が指摘され、国がそれを

認めたにもかかわらず、自民、公明などの賛成多数で強行したのです。

海外に行って「原発」を売り歩いたり、武器輸出まで解禁。政治が教育を支配す

ることを可能にする、教育委員会改悪法が成立するなど、充分な議論と国民への説

明もないままに、数に物を言わせ次々とやりたい放題です。

全国で上映されているドキュメンタリー映画「標的の村」には、横暴な国の姿勢

にも屈せず、ただ平穏な暮らしを願って、オスプレイ配備に反対して国と戦う、沖

縄の高江の人々の姿がありました。

メディアは取り上げませんが、原発反対、消費税増税反対、集団的自衛権行使容

認反対など、全国各地でデモや集会が行われ、安倍政権の暴走に怒りの声がひろがっ

ています。

あきらめず、様々な場で声を上げていきましょう

国民を犠牲にして、暴走する安倍政権


